
令和 ５年 ４月 １７日

＜活動内容＞ 事業所製品のブランド化 ＜活動の様子＞

生産活動の主になる柑橘じゃばらの研究が進み

製法特許取得より令和４年度機能性表示を取得しました 活動の様子の写真

研究成果は（知事賞）和歌山県発明考案表彰に至り 成果物の写真

高い評価を得る事となりました

テレビ和歌山「きのくに２１」でも取り上げて

頂きました 和歌山県発明考案表彰　知事賞

　表彰式：2023/4/16　　　特許第5323127号

　抗アレルギー用組成物 　出願日：2011/05/23

＜目的＞ 　登録日：2013/07/26

事業所製造品の原料として活用し、同じ果実から

搾汁した果汁を充填する作業を事業所で取り組み

年間就労会計の約６割強を占めています

福祉事業所のオリジナル製品の開発や独自の市場安定を

維持し賃金確保をすることが目的です。

＜成果＞

機能性表示は事業所のじゃばら製品販売促進に効果が

ありました、令和４年後半最盛期に、じゃばら製品の

品質の表現が明確になり、作業の取組に貢献となりました

A型事業のコロナ渦での伸び悩みを打開したと言えます。

今後の予定としては、機能性表示取得の製品取扱いが大手企業（現在２社）で商談が進められていて

　下請け作業の一部を担える方向も検討されています （安心安全な製品が広がってゆく必須条件）

「福祉事業所への下請け作業を発注することで社会貢献の一部を担う目的はあるものの現場管理や作業工程の厳守など

課題はあると想定されます、この点には事業所の職員配置。管理職の専門員・技術の導入などが検討されて

行くことが望ましくそれに伴う道具や設備の充実も不可欠化と思われます、それらが整う事で障害者の方々の

働き方や製造販売の仕組みが行きとどき賃金が伴い整備された環境が循環して行くと想定されます。」

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 ジャバララボラトリー（株）・和歌山県立医科大学寄付講座准教授 担当者名 土橋

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 花咲か

住　所 和歌山県和歌山市十二番町７９番地

3010121436

土橋　扶美

令和３年～令和４年電話番号 ０７３－４３３－８７３９

様式１


